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研究会報告
られないで長時間そのまわりに滞在する｡島の分布の階層構造が自己相似的であることを仮定
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に記 した.図5aは,図 3aで示 したパワースペクトルに対 してf(a)を計算 した結果である｡
比較のために,アーノル ドのキャットマップに同じ方法で計算した結果 も示した｡キャットマ
ップの方はホワイ トスペクトルなので,α-メ-1に1点をうつだけである｡他方,スタンダ






































q A - ナO
Do,Dl,D2はそれぞれフラクタル次元,情報量次元,相関次元に相等するo(q-1)DqをT(q)
であらわすと後で便利である｡ここで測度がフラクタルであることから,指数aによってpi(b)













とあらわされる. qをパラメータとして α(q)とf(q)をプロットすれば,I-α曲線を描 くこと
ができる｡ T(q)および dT/dqは計算可能である｡本研究において,実際の計算には次の方法
を用いた :
zq(A)-AbT(q)より Zq(2b)/Zq(A)-2ゆえに
･(q)-tlogZq(2b)-logZq(A))/log2
また Qq(A):-∑pb(A)qlogpL(A)として
dT/dq- tQq(2b)/zq(2b)-Qq(A)/Zq(A))/log2
なお, pi(2b)として,N-10000,M-2000として求めた平均スペク トルによる分布
確率を使った｡
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